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微弱な電流で身体のバランス障害を改善 

 

 

人間の耳には、3 つの半円状の管である三半規管（さんはんきかん）と耳の中の平衡

砂を収めた耳石器（じせきき）で構成される前庭（ぜんてい）という身体のバランスを

保つ器官があります。この前庭の機能が障害されるとめまいやバランス障害を生じます。

特に両耳の前庭が障害されると、歩行時などに強いふらつきを感じる、まっすぐ歩けな

い、物が揺れて見える、などの症状が出現しますが、これらに対する有効な治療はこれ

までにありませんでした。 

東京大学医学部附属病院 耳鼻咽喉科 准教授 岩﨑真一、同科教授 山岨（やまそば）

達也、同大学院教育学研究科 教授 山本義春らの研究グループは、耳の後ろに貼った電

極から、刺激を感じない程の微弱な電流を流すことで、両側前庭障害患者のバランス機

能の改善が可能なことを明らかにしました。この刺激は、痛みや不快感などの副作用を

伴わず、携帯型の簡便な刺激装置で行えることから、前庭機能障害患者のみならず、高

齢者のバランス障害の改善や転倒予防の新たな治療となることが期待されます。 

本研究の成果は、米国の神経科学雑誌｢Neurology（電子版）｣に掲載されました（日

本時間 2月 15 日）。印刷版は 3月 14 日号に掲載されます。 
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【研究の背景】 

人間の耳には、3 つの半円状の管である三半規管（さんはんきかん）と耳の中の平衡

砂を収めた耳石器（じせきき）で構成される前庭（ぜんてい）という身体のバランスを保

つ器官があります。前庭の機能が障害されるとめまいやバランス障害を生じ、高齢者のめ

まい・平衡障害の約 40％はこの前庭の障害に起因し、転倒・骨折のリスクは 3 倍になるこ

とが報告されています。特に両耳の前庭が障害されると、歩行時などに強いふらつきを感

じる、まっすぐ歩けない、物が揺れて見える、などの症状が出現し、高齢者の転倒や骨折



の重大な原因となっています。しかしながら、この両側前庭障害に対する有効な治療は、

これまでにありませんでした。 

 視覚や聴覚、知覚などの感覚において、情報を入力する際に微弱なノイズを加えるとそ

の情報の検出感度が高まる｢確率共振｣という現象（用語解説参照）が知られており、医学

の分野では、難聴者の聴覚の改善や、パーキンソン病患者の自律神経機能の改善などに応

用されています。 

 

【研究の内容】 

研究グループは、この確率共振現象を応用することで、身体のバランスをつかさどる前

庭の機能を増強することができるのではないかと考え、健常者 21 名と両側前庭障害患者 11

名の耳の後ろに表面電極を貼り、携帯型の電気刺激装置を用いて、さまざまな強さのノイ

ズ様の電気刺激を与えて、目を閉じて立った時の身体のバランスを測定しました。 

刺激強度を少しずつ上げていくと身体のバランスは徐々に改善し、刺激を感じとれる強

さの約 80％程度の強さの刺激では、刺激が無いときにくらべて、健常者で約 38％、前庭障

害患者で約 45％の身体の揺れの改善を認めました。この刺激で痛みや不快感などの副作用

は生じませんでした。 

この結果は、確率共振現象を身体のバランスに重要な前庭の機能増強に応用した初めて

の成果であり、痛みや不快感などの副作用を伴わず、携帯型の簡便な刺激装置で行えるこ

とから、前庭機能障害患者のみならず、高齢者のバランス障害の改善や転倒予防の新たな

治療となることが期待されます。 

 

【用語解説】 

確率共振現象：適度なノイズが存在することによってむしろ微弱な入力信号の検出感度が

高まるという現象。 

 

【発表雑誌】 Neurology 

【論文タイトル】 Noisy vestibular stimulation improves body balance in bilateral 

vestibulopathy 

【掲載日時】 電子版は 2月 15 日に掲載 （印刷版は 3月 14 日号に掲載予定）  

 

 

 

 

 

 

 



-------------------------------------------------------------------------------- 

≪本件に関するお問合せ先≫ 

東京大学医学部附属病院 耳鼻咽喉科・聴覚音声外科 

准教授 岩﨑真一 

電話：03-5800-8665（直通）     FAX：03-3814-9486 

E-mail：iwashin-tky@umin.ac.jp 

 

東京大学大学院教育学研究科 教育生理学分野  

教授 山本義春 

電話：03-5841-3971 (直通)       FAX:03-5689-8069 

E-mail: yamamoto@p.u-tokyo.ac.jp  

 

≪取材に関するお問合せ先≫ 

東京大学医学部附属病院 パブリック・リレーションセンター 

担当：小岩井、渡部 

電話：03-5800-9188（直通）     E-mail：pr@adm.h.u-tokyo.ac.jp 

-------------------------------------------------------------------------------- 


